
 

 

 

西表島の適正な観光管理に関する枠組 

【利用フィールドの課題】 
 利用フィールドの無秩序な拡散・拡大 
 利用圧による自然環境への影響 
 利用集中による利用の質の低下 

【ガイド事業者の課題】 
 ガイド事業者の急激な増加 
 質の低いガイド事業者の存在 
 ガイド同士の認識共有・連携の不足 

竹富町観光案内人条例 

・西表島で自然資源の観光ガイド事業を
行う事業者は、町長の免許を受ける。 

・条例と規則で免許申請に必要な要件、
遵守事項、義務、処分等を規定。  

・陸域が対象。海域への拡張は検討中 

西表島エコツーリズム推進全体構想 
◆ゾーニングと観光利用の考え方 
◆自然観光資源の選定と利用ルールの設定 
◆特定自然観光資源における立入り制限 
◆モニタリングや推進の体制 

連
携 

【持続可能な西表島のための来訪者管理基本計画】 
西表島の持続的な観光利用を進めるための「観光管理の基本方針」  

 

世界自然遺産の推薦・登録 

世界自然遺産包括的管理計画、西表島行動計画 

適切な観光管理の実現 

利用者負担の仕組みの確立 

・西表島への入島者全員（居住者以外）から環境保全のための資金を集める 
・入域料収入を必要な施設の整備・維持管理、自然環境の保全・監視活動等の実施、 
制度運用の経費に充てる 

・入域料収入の使途は毎年公表・周知に努める 

【利用者負担推進計画（仮称）】 
西表島全体の入域管理の仕組みとしての「入域料の導入」のための実施計画 

【入域観光客数の急激な増加の抑制と影響の最小化のための指標と基準値
を定めてモニタリングを実施し、必要に応じて順応的に対策を講じる】 

①年間入域観光客数：総量の基準値＝年間 33 万人、変動量の基準値＝１割 
②1日あたりの入域観光客数：受入容量の基準値＝１,２３０人 
③宿泊率・平均宿泊数：宿泊率の基準値＝22％以上、平均宿泊数（宿泊
者）の基準値＝1.55 泊以上、平均宿泊数（全体）の基準値＝0.34 泊以上 

④住民生活への影響と効用を計る新たな指標設定の検討継続 

【西表財団】 
各種制度の運用・事業実施の支援等を担う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

観光案内人 
連絡協議会 
観光案内人の
育成や連絡調
整を担う 
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①観光案内人免許申請手続事務 
②エコツーリズム推進協議会事務局 
③立入承認事務・登録引率者審査 
④入域料管理・運用 
⑤モニタリング/自然環境調査/巡視活動 

①・⑤ 


